
改定京都府環境基本計画の
進捗評価方法について

資料１

令和８年３月23日（月）午後１時30分～３時
令和７年度第４回京都府環境審議会

総合政策部会



■ 今年度の審議スケジュール

審議会 開催日 審議内容等 参 考

部会① 令和７年５月９日 ・改定基本計画の概要案提示 ⇒ 6月府議会
概要報告

部会② 令和７年７月29日 ・改定基本計画の中間案提示

⇒ 9月府議会
中間案報告

⇒ 10月
パブコメ

部会③ 令和７年10月29日

・改定基本計画の答申案提示
・現行基本計画の進捗状況について
・改定基本計画の進捗状況評価について

⇒ 12月府議会
最終案の提案

 12月計画改定

部会④ 令和８年3月23日 ・基本計画の進捗状況評価方法について

本日の審議

2

※ 本日の審議で、進捗状況評価方法を決定予定

方針→方法へ
変更



■ 京都府環境基本計画の評価枠組み(前回提示した案） 3

環境・経済・社会の好循環が、 府民のウェルビーイングにつながり、

そこから、さらなる好循環へ。

第５章 分野横断的施策の展開方向

①京都府の環境施策の進捗状況

②「ウェルビーイング＝府民が幸せを実感できる状態」向上の進捗状況

⚫ 第５章について評価
府民意識調査と京都府の施
策の取組状況調査により評価

⚫ 第６章について評価
個別部会における進捗状況
評価結果により評価

⚫ デジタル庁のWell-Being
指標を活用して客観的指標
と主観的指標により評価



■ 審議会委員からいただいたご意見 4

✓評価結果を点数化（見える化）する方向性については支持する。
✓配点の重みづけについては、他事例も確認した上で案を提示していただきたい。
✓府民意識調査結果がどの施策にどう影響するのかどう点数化するのかを考えな
いと、施策ごとの評価につながらないのではないか。
課題①
点数化・重みづけ・主観指標の施策連動を含む評価体系の全体設計をどう整理
するか

✓住環境が良くなることやデジタル化が進むことが、実は省エネルギーの推進につ
ながるといった結びつきがあると思われるので、そういったつながりを意識して指
標を選定してはどうか。

✓デジタル庁の既存の指標を活用するのは良いが、これらの指標のうち、京都府と
してどの指標を選ぶかという考え方を整理することが大事な作業になると思う。

✓デジタル庁の指標をそのまま使うのではなく、例えば京都の景観を指数ではかる
など、京都らしさを考えて指標を選定するべきであり、自然環境のみに限定する
必要はないと思う。
課題②
指標の選定方針



■ 課題①への対応（案） 5

課題①
点数化・重みづけ・主観指標の施策連動を含む評価体系の全体設計をどう
整理するか。

• 他自治体の事例では、ウェルビーイング指標を扱っているのは、「総合計画」に
おいてであり、環境に特化した計画でウェルビーイングを評価軸として組み込ん
でいる例は確認できなかった

• 総合計画においても、主軸となっているのは客観データに基づく施策の進捗
評価であり、ウェルビーイングに関する主観的データは、その補完的な位置
づけとして扱われている場合が大半

施策の実施状況、環境データに基づく状況をまず評価し（客観的評価）、
その結果に府民の実感（主観的評価）を加味した上で、“総合的な評価” と
して公表してはどうか。

提案（案）



■ （参考）他都道府県の例 6

⚫ 岩手県
（いわて県民計画：理念に、「幸福を追求していくことができる地域社会の実現を目指し、幸福を守り育
てるための取組を進めること」を掲げる）

✓ 客観的データと主観的データ（県民意識調査）を組み合わせて評価
✓ 県民の実感が基準年と比較して「低下」「横ばい」「上昇」で評価し、「低下」し

ている場合は、客観的データに基づく評価結果を下げることで対応

⚫ 富山県
（富山県成長戦略：ビジョンに「幸せ人口1,000万～ウェルビーイング先進地域、富山～」を掲げる）

✓ 進捗評価は、客観的データに基づき実施
✓ 県民の幸福度を見える化するため、アンケート調査に基づくウェルビーイング

指標を公表

⚫ 静岡県
（静岡県総合計画：目指す姿に「幸福度日本一の静岡県」を掲げる）

✓ 進捗評価は、客観的データに基づき実施
✓ デジタル庁と同じアンケート項目の調査を独自に実施し、政策立案等の参考

として活用

※ 環境基本計画でウェルビーイング指標を活用している事例は確認できなかった

補完的利用

分離利用

分離利用



■ 評価の全体設計（案） 7

第５章 分野横断的施策の展開方向

Ⅰ 京都府の環境施策の進捗状況を評価（客観的評価）

①施策の取組状況調査による評価
計画に位置付けた取組に対応す
る京都府の施策が、どの程度進
んでいるかを把握

②環境データに基づく状況評価
個別部会においてデータに基づき
環境を取り巻く状況について進捗
状況を評価

環境・経済・社会の好循環が、 府民のウェルビーイングにつながり、

そこから、さらなる好循環へ。

Ⅱ 「ウェルビーイング＝府民が幸せを実感できる状態」向上の進捗状況（主観的評価）

③府民の実感を調査
デジタル庁のWell-Being指標
の主観的指標と府民意識調査
結果を活用して評価

補完



■ 評価の全体設計（案） 8

①施策の取組状況
 調査による評価
(第５章に対応)

計画に位置付けた取組に
対応する京都府の施策の
進捗度を全庁に照会し結
果を評価

デジタル庁Well-
Being指標

（主観指標のうち幸福
度・生活満足度に関す
る設問４問を抽出）

③府民の実感を調査

客観的評価 主観的評価

②環境データに基づく
 状況評価
(第６章に対応)

各部会で数値目標、達
成までのロードマップを定
めその進捗度を評価

府民意識調査
（５問）

幸福度・
生活満足度

環境に対する
実感

評価結果を点数化し、その得点率で◎〇△×の
４段階で評価

第５章 第６章

① ② ③ ④ ⑤ ① ② ③ ④

◎ ◎ △ × 〇 〇 △ ◎ 〇

評価

Ｂ

・全て◎または〇   →Ａ
・◎または〇が半数以上
かつ△または×が1つ以上→Ｂ
・◎または〇が半数未満
かつ×が半数未満   →Ｃ
・×が半数以上    →Ｄ

基準年（令和８年度）から比較し
て、「上昇」「横ばい」「低下」で評価
Well-Being指標 府民意識調査

① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ⑤

→ →

幸福度・生活満足度
概ね低下

環境に対する実感
概ね横ばい

総合評価 A～D→◎～×
総合評価部分修正



■ 課題②への対応（案） 9

課題② 指標の選定方針

• 客観的指標による評価に加えて、「ウェルビーイング＝府民が幸せを実感できる状態」
の向上状況は、府民の実感（主観指標）で把握する必要がある

• 本計画は 環境に特化した環境基本計画 であるため、ウェルビーイングの進捗を測る
際には次の2つの観点が不可欠
① 府民の幸福度（生活全体に対する総合的な実感）
② 環境の良さ・暮らしやすさを府民がどの程度実感しているか
（環境に関する実感）

• デジタル庁のウェルビーイング指標は、最上位に「地域における幸福度・生活満足度」
が位置づけられ、その下に「生活環境」「地域の人間関係」「自分らしい生き方」等の
因子が構成されている。このため、ウェルビーイング全体を端的に捉える指標として、
最上位指標である「地域における幸福度・生活満足度」を採用

• 環境をめぐる府民の実感については、京都府が継続して実施している府民意識調査
の環境関連項目により把握

• デジタル庁のウェルビーイング指標と府民意識調査の評価結果は、双方を同等
（1：1）の重みで扱い、総合評価に反映

提案（案）



■（参考）デジタル庁ウェルビーイング指標（主観的指標） 10

これを
選定



■ 府民の実感をはかるための主観的指標 11

1. 企業の環境に配慮した取組や経営を評価する社会に変わって
きていると思う

2. 省エネの取組や太陽光発電などの再生可能エネルギーの導入
が、暮らしやすさに繋がると思う

3. 節電や公共交通機関の優先利用、環境負荷の少ない商品の
優先購入といったエコな暮らし方を実践している

4. 地域で子どもたちが自然や生物多様性などの大切さについて学
び、体験する機会が整っていると思う

5. 持続可能で魅力ある地域づくりに向け、個人や企業、市民団
体など多様な主体が環境保全活動に取り組んでいると思う

幸福度・生活満足度
（デジタル庁Well-

Being指標）

1. 現在、あなたはどの程度幸せですか
2. 現在、あなたの住んでいる地域の暮らしにどの程度満足していま

すか
3. 現在、あなたの町内（集落）の人々は、大体において、どれくら

い幸せだと思いますか
4. 自分だけでなく、身近な周りの人も楽しい気持ちでいると思う

環境に対する実感
（府民意識調査）



■ 今年度の審議スケジュール（再掲）

審議会 開催日 審議内容等 参 考

部会① 令和７年５月９日 ・改定基本計画の概要案提示 ⇒ 6月府議会
概要報告

部会② 令和７年７月29日 ・改定基本計画の中間案提示

⇒ 9月府議会
中間案報告

⇒ 10月
パブコメ

部会③ 令和７年10月29日

・改定基本計画の答申案提示
・現行基本計画の進捗状況について
・改定基本計画の進捗状況評価について

⇒ 12月府議会
最終案の提案

 12月計画改定

部会④ 令和８年3月23日 ・基本計画の進捗状況評価方法について

本日の審議

12

※ 本日の審議で、進捗状況評価方法を決定予定

方針→方法へ
変更



■ 各部会における作業イメージ（前回資料再掲） 13

各部会において、進捗をはかっていくための指標・ロードマップを作成

令和７年度

令和８年度

令和９年度 各部会において、進捗状況評価の運用開始

基準年度 現在 目標年度

（指標・ロードマップ例（イメージ））

ロードマップ①
ロードマップ②
ロードマップ③

どのようなロードマップで目標達成をするのか

どのように進捗をはかっていくのか
を検討・決定

目標達成に向け、どのロードマッ
プを描くのか？



■ 各部会における検討事項 14

➢ 進捗をはかるための指標の設定（各部会３～５個程度
を想定）
• 指標の設定に当たっては、可能な限り定量的に把握可能であ
り、継続的にデータ取得が可能なものとする

➢ 各指標の目標数値、ロードマップの設定
• 各年度、定量的な数値目標を設定

➢ 総合政策部会で報告するための４段階評価（第６章の
各節に対応する◎、〇、△、×）の考え方を整理
• 目標に対する達成度をどのように4段階評価に落とし込むか

各部会での検討事
項を追加



■ 各部会における進捗状況の点検スケジュール（前回資料再掲） 15

令和９年度～のスケジュール ４－６月 ６－９月 10ー12月 １ー３月

総合政策部会

府民意識
調査

進捗状況
評価

評価結果
公表

デジタル庁指
標による評価

４部会
進捗状況
評価

評価結果
を取りまとめ

評価結果
を報告

※ 令和８年度末までに、各部会において指標・ロードマップ等を検討。
令和９年度に実施する改定後の環境基本計画の進捗状況評価から
 このスケジュールで実施。

点検結果
を審議



■（参考）京都市の現行環境基本計画の評価方法 16
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